
資料館は1 9 7 0 年度、遺構展示館は1 9 6 3 年度以降の累計

Ｉ事業概要

１．研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 993年５月15日第７２回公開講演会

ｒ漆のついた土器一奈良時代漆の工房の一側面一」

玉田芳英

「古代建築における庇について」島田敏男

( 2 ) 1993年10月30日第73回公開講演会

「考古学から見た古代の金属生産」 小池伸彦

「科学で探る古代金工の世界」 村上隆

( 3 ) 1 9 93年９月25日平城宮跡第243次

（東院地区）

( 4 ) 1993年11月13日石神遺跡第12次

( 5 ) 1 9 9 4年３月1 9日本薬師寺東塔西南部

玉田芳英

橋本義則

花谷浩

現地見学会

( 1 ) 1 9 93年４月22日平城宮跡第239次

（馬寮東方地区）中村慎一

平城宮跡資料館・遺構展示館（見学者数）

重点領域研究（１）

〃（２）

一般研究( A ）

〃（ A ）

〃（ C ）

〃（ C ）

現地説明会

（１）19 9 3年６月１２日平城宮跡第24 1次

（造酒司）

( 2 ) 1 9 9 3年７月1 0日藤原宮第7 1次

（東方官街地区）

浅川滋男

松本修自

奈良国立文化財研究所要綱

2 . 1 9 9 3 年文部省科学研究費補助金による研究
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試験研究( B ）

国際学術研究

計
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区分

1993年

累計

資料館

6１，７００

1, 298, 100

遺構展示館

6９，５７４

1, 640, 804

計
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種目

重点領域( 1 )

重点領域( 2 )

一般研究Ａ

〃

一般研究Ｃ

″

″

″

〃

〃

〃

〃

奨励研究Ａ

〃

〃

〃

〃

〃

試験研究Ｂ

国際学術研究

計

研究課題

遺跡探査法の総合的開発研究

栗落・埋納遺跡の探査

寝殿造の総合的研究

解析図化およびコンピュータ・グラフィックによる古代都城跡の比較

研究

蔵書印からみた寺院書跡資料の伝来に関する研究

古代園池の立地と形態

伝統的木造建築の構造安定性に関する研究

都城・国分寺・国府・三関・その他の寺院における八世紀同箔軒瓦の

系統的研究

埋葬のあり方による弥生社会の年齢階梯に関する研究

庭園文化におけるイタリアとＩ| 本の比較に関する研究

日本古代度量衡の研究一容並篇一

年輪年代法による弥生・古戦時代の暦年代の解明

良渚文化玉器の研究

古代都城における宅地内建物配置の規格性の研究

古代日本における外交機構の研究

焼失竪穴､ 住居杜の構造復原一先史建築の実証的復原研究へむけて－

漆付着土器の研究

畿内の竹状模骨丸瓦に関する基礎的研究

わが国古代の稲作農耕研究における生物考古学的手法の開発

考古遺物の材質・技法に関する分析の比較研究

20件

研究代表者

西村康

西村康

牛川喜幸

町田章

綾村宏

高瀬要一

内田昭人

山崎信二

深沢芳樹

本中真

西口寿生

光谷拓実

中村' 慎一

小漂毅

森公章

浅川滋男

玉田芳英

花谷浩

工楽善通

沢田正昭

交付額（千円）
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３．飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

増築工事のため1993年12月５日まで開館

1993年12月６日より1994年６月30日まで閉館

特別展示等

春期・秋期共増築工事のため中止

特別講演会

増築工事のため中止

普及

インフォメーションルームにおいて観覧者の質問に

応じている（199 3年４月１日～199 3年12月５日）

入館者数（１９９３．４．１～1993 . 1 2 . 5開館日数215日）

区分 個人観覧 団体観覧 有料 料 合計

一般 2６，３４４ 11, 482

高・大生

小・中生

4, 479

7, 468

1１，８５０

2８，９１８

90, 541 5, 061 95, 602

計 3８，２９１ 52, 250

( 平成５年1 2 月６日より平成６年３月3 1 日まで増築工

事のため休館）

陳列品購入

水時計- ( 机）

４．埋蔵文化財センターの研修・指導

研修

埋蔵文化財の保護に資することを目的として主に地

方公共団体の埋蔵文化財保護行政担当者を対象に次の

研修を実施した。

( 1 ) 平成５年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（保存科学基礎課程）

1993年４月20日～４月28日( 参加者16名）

( 2 ) 平成５年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺跡探査課程）

1993年５月11日～５月21日( 参加者９名）

( 3 ) 平成５年度埋蔵文化財担当事務職員特別研修

（埋蔵文化財基礎課程）

1993年５月27日～６月４日( 参加者33名）

( 4 ) 平成５年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（保存科学応用課程）

1993年６月10日～６月１７日( 参加者１２名）

( 5 ) 平成５年度埋蔵文化財発掘技術者一般研修

（一般課程）

1993年７月６日～８月11日( 参加者34名）

( 6 ) 平成５年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（文化財写真課程）

1993年８月17日～９月９日( 参加者20名）

( 7 ) 平成５年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（遺跡測量課程）勤

1993年９月16日～10月15日( 参加者19名）

( 8 ) 平成５年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（寺院官筒遺跡調査課程）

1993年10月21日～11月４日( 参加者30名）

( 9 ) 平成５年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修

（環境考古課程）

1993年11月24日～12月10日( 参加者22名）

( 1 0 平成５年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（人骨調査課程）

1994年１月18日～１月26日( 参加者22名）

( １１）平成５年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（鋳造遺跡調査課程）

1 9 9 4年２月３日～２月８日( 参加者3 0名）

( 1 2 ）平成５年度埋蔵文化財発掘技術者特別研修

（城郭調査課程）

1 9 9 4年２月1 5日～２月2 2日（参加者3 0名）

研修員一覧表

氏名

国内

手塚均

竹田憲治

筒井正明

藤岡孝司

竹田幸司

国外

Ｍｏｈｄ

K a d o u r

鄭漢徳

所属

東北歴史資料館

保存科学研究科長

三重県埋蔵文化財センター

調査第一課主事

同上

東広島市教育委員会

社会教育課主任主事

仙台市教育委員会

文化財課教諭

シリアダマスカス国立民族博物館

副館長

大韓民国釜山大学校教授

受入れ期間

1993. 4. 20～１９９３．４．２８

１９９３．５．２４～1９９３．６．１７

１９９３．７．１～1９９３．９．３０

１９９３．９．１～1993. 11 . 30

1993. 10. 20～1993. 11. 15

1994. 2. 22～1９９４．３．１７

1993 . 5 . 11～1993 . 11 . 11

1993. 7. 15～1993. 10. 20

8４

受入れ部局 研究・研修内容

埋蔵文化財. センター 保存科学研修

平城宮跡発掘調査部 発掘調査研修

藤原宮跡発掘調査部 同上

埋蔵文化財センター 考古学研修

同上 保存科学研修

埋蔵文化財センター 保存科学研修

同上 考古学研修
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Ｓｉｍｏｎ

Hol l edge

黄克忠

郭施

美′ 懐英

李軍

大韓民国東義工業専門大学教授

マレーシアサバー博物館

上級学芸員助手

ロシア科学アカデミー極東支部

歴史学、考古学、民族学研究所

副所長

ロシア科学アカデミー極東支部

歴史学、考古学、民族学研究所

上級研究員

韓国文化財監理局文化財･ 研究所

保存科学研究室専門職

韓国文化財監理局文化財研究所

保存科学研究室研究員

韓国文化財･ 監理局文化財研究所

遺蹟研究室研究員

韓国文化財研究所研究員

韓国文化財研究所研究員

韓国文化財研究所研究員

韓国湖厳美術館研究員

韓国湖厳美術館研究員

中華人民共和国中国社会科学院

考古研究所副所長

中華人民共和国中国社会科学院

考古研究所原始社会考古研究室

主任

中華人民共和国中国社会科学院

考古研究所商周考古研究室主任

韓国国立中央博物館保存科学室

研究員

韓国文化財研究所研究員

韓国文化財研究所研究員

カンボジアアンコール保存

事務所保存官

カンボジアアンコール保存

事務所現地責任者

カンボジアアンコール保存

事務所現地責任者

カンフ

国立樟

ジアカンボジア

物館修復責任者

イギリスケンブリッジ大学

講師

イギリスロンドン大学

中華人民共和国中国文物研究所

副所長

中華人民共和国中国国家文物局

副研究員

中華人民共和国中国文物研究所

研究員

中華人民共和国中国新彊維吾示

自治区文化庁助理研究員

1993. 8. 10～1９９４．８．９ 埋蔵文化財センター 考古学研修

1993. 9. 23～1993. 11. 17 同 上 保存科学研修

1993. 11. 18～1993. 11. 28 同 上 考古学研修

同上 同上 同上

1993. 11. 19～1993. 11. 28 埋蔵文化財センター 保存科学研修

同上 同上 同上

1993. 11. 22～1９９４．１．２１ 平城宮跡発掘調査部 考古学研修

1993. 11. 29～1993. 12. 5 埋蔵文化財センター 保存科学研修

同上 同上 同上

同上 同上 同上

1993. 11. 29～1993. 12. 8 同上 同上

1993 . 12 . 1～1９９４．２．２８ 同上 同上

1993. 12. 7～1993. 12. 19 平城宮跡発掘調査部 考古学研修

同上 同上 同上

同上 同上 同上

1994 . 1 . 10～1９９４．１．１６ 埋蔵文化財センター 保存科学研修

同上 同上 同上

同上 同上 同上

1994. 1. 21～1９９４．３．１１ 同上 考古学保存科学研修

同上 同上 同上

同上 同上 同上

同上 同上 同上

1994. 2. 23～1９９４．３．２５ 同上 考古学研修

１９９４．３．１～1９９４．３．２８ 同上 同上

１９９４．３．１～1994 . 3 . 1 0 平城宮跡発掘調査部 考古学研修

同上 同上 同上

同上 同上 同上

１９９４．３．１～１９９４．５．３１ 同上 同上

蛎



一

Ｇ. Ｌ・Bal nes イギリスケンブリッジ大学教授
１９９４．３．２～1９９４．３．２２

2 蔵文化財センター
仏教遺跡研修

J ohnMor t on

Col es

イギリスケンブリッジ大学
１９９４．３．２～１９９４．３．２１

同上
考古学研修

終身研究員

Br yony

Col e s

イギリスエクセター大学
１９９４．３．２～１９９４．３．２１

同上 同上

歴史考古学科教授

Revut skaya

Gal i naKon

ロシア科学アカデミーシベリア

支部歴史学、考古学、民族学研

1994. 3. 16～1９９４．３．３０
同上

保存科学研修

st ant i novana 究所研究員

Shoumakov a ロシア科学アカデミーシベリア

支部歴史学、考古学、民族学研

同上
同上

同上

El eI 1aVl ad

1 ｍｌｒｏｖｎａ

Ａｌａｎ

Savi l l e

究所研究員

イギリススコットランド国立

' 博物館遺物処理研究部学芸員

同上 同上 仏教遺跡研修

ＭＩＣＨＥＬ カンボジア国務次官
1994. 3. 20～1９９４．３．２８ 同上

ＴＲＡＮＥＴ

鄭桂玉 韓国国壷文化財研究所研究員 1994. 3. 20～１９９４．３．２９ 同上 仏教遺跡研修

金書起 韓国湖厳美術館保存科学研究室
1994. 3. 21～1９９４．３．２８ 同上 同上

研究員

美昌求 韓国湖厳美術館保存科学研究室 同上 同上 同上

研究員

池健吉 大韓民国慶州博物館長 1994. 3. 21～１９９４．３．３０ 同上 同上

金正完 大韓民国扶余博物館学芸室長 同上 同上 同上

Pat r i c i a チリ国立チリ大学イースター島 1994. 3. 18～1９９４．３．３１ 同上 考古学研修

Var gas 研究所長

Ca s s a nov a

韓柄三 韓国文化体育部文化財委員 1994. 3. 28～1９９４．３．３１ 同上 仏教遺跡研修

発掘調査・保存・整備・探査指導

（北海道）手宮洞窟、常呂遺跡、北黄金貝塚、（岩手

県) 盛岡城跡、大渡Ⅱ遺跡、柳之御所跡、（宮城県) 多

賀城跡、下飯田遺跡、山王遺跡、（秋田県）秋田城跡、

払田柵跡、（福島県) 慧日寺跡､ 根岸遺跡､ 薬師堂石仏、

( 茨城県）平沢官筒遺跡、（栃木県）法界寺跡、下野国

分寺跡、（千葉県) 松崎1 1 遺跡、（東京都) 大名屋敷跡、

( 神奈川県）永福寺跡、（長野県）石川条里・川田条里

遺跡、高梨館跡、（新潟県）小泊須恵器窯跡群、（富山

県) 大境洞窟住居跡、北代遺跡、浜黒崎悪地遺跡、（石

川県）横江荘遺跡、奥原峠遺跡、石勤山大宮坊跡、須

曽蝦夷穴古墳、鳥越城跡、（岐阜県) 杉崎廃寺、苗木城

跡、（静岡県）勝問田城跡、賎機山古墳、御殿･ 二之宮

遺跡､ 大知波峠廃寺､ 横須賀城跡､ 片山廃寺、（愛知県）

室遺跡、東畑廃寺跡、朝日遺跡、三河国府跡、青塚古

壌、（三重県）夏見廃寺跡、城之越遺跡、縄生廃寺跡、

( 滋賀県) 紫香楽宮跡、下鈎遺跡、安土城跡、兵主神社

庭園、天乞山古墳、上平寺館跡、水口城跡、穴太廃寺

跡、（京都府) 蟹満寺跡、神童寺跡、恭仁宮跡、物集女

車塚古墳、（大阪府) 心合寺山古墳､ 新池埴輪製作遺跡、

金山古墳、下田遺跡、住友銅吹所跡、池上曽根遺跡、

( 兵庫県) 赤穂城跡、西求女塚古墳、小犬丸遺跡、広渡

廃寺、玉丘古墳、塩野古墳、西安田長野遺跡、篠山城

跡、日暮遺跡、西条廃寺、箕谷古墳、入佐川遺跡、丁

瓢塚古墳、大市山遺跡、飾東１号古城、年ノ神古鞍、

( 奈良県）ナガレ山古墳、マルコ山古壌、大野寺石仏、

酒船石北方遺跡、（鳥取県）上淀廃寺跡、護伝寺庭園、

雛

梶山古墳、夏谷遺跡、桂見遺跡、南谷大山遺跡、尾高

浅山遺跡、不入岡遺跡、（島根県) 小野遺跡、後谷Ｖ遺

跡、門遺跡､ ．上長浜貝塚、兵庫遺跡、（岡山県) 備中松

山城跡、岡山城跡、大谷１号墳、鬼城山、（広島県) 三

ツ城古墳、冠遺跡、西本６号遺跡、（山口県) 大内氏館

跡、長登銅山跡、陶陶窯跡、茶臼山古墳、（香川県) 讃

岐国分寺跡、丸亀城跡、（愛媛県) 葉佐池古墳、久米窪

田森元遺跡（３次) 、（福岡県）鴻脆館跡、板付遺跡、

王塚古墳､ 吉武高木遺跡､ 雀居遺跡､ 免遺跡、（長崎県）

原の辻遺跡、（熊本県）若園貝塚、つつじヶ丘横穴群、

鞠智城跡、（大分県) 亀塚古墳、ガランドヤ古墳群、小

迫辻原遺跡、装飾古墳、大分元町石仏、安国寺集落遺

跡、（佐賀県）名護屋城跡･ 陣跡、八藤遺跡、大黒町遺

跡、（沖縄県）識名園、トウバル遺跡、糸数城跡

埋蔵文化財ニュース刊行

第7 7 号1 9 8 9 年度刊行埋蔵文化財発掘調査報告書に関

する情報調査

５．その他

委員会等

第2 0 回飛鳥資料館運営協議会

1 9 9 3 年６月 2 1 日於飛鳥資料館

平城・飛鳥藤原宮跡調査整備指導委員会

1 9 9 3 年６月３．４日於平城宮跡資料館講堂



外国出張

臼杵勲シンポジウム「北太平洋の考古学」参加の

ため、ロシアへ出張

1993年４月１１日～1993年４月１８日

松井章「アメリカ考古学会第58回大会｣出席及びネ

ブラスカ大学において埋蔵文化財に関する調査研究

のため、アメリカへ出張

1993年４月12日～1993年４月25日

千田剛道高句麗・清朝関係遺跡踏査のため、中華人

民共和国へ出張

1993年４月25日～1993年５月４日

沢田正昭火山性凝灰岩を用いて試験片を切り出し、

これらを保存材料で硬化しその耐候試験を行うた

め、チリ・アメリカへ出張

1993年５月５日～1993年５月19日

猪熊兼勝イースター島アブ・トンガリキ遺跡の調査

のため、チリへ出張

1993年５月20日～1993年５月31日

松井章シンポジウム「人類と海一中世石器時代」

参加及び便所土壌の共同研究のため、デンマーク・

イギリスへ出張

1993年６月14日～1993年６月30日

工楽善通、沢田正昭天然樹脂塗膜の材質・技法・保

存に関する調査研究のため、ドイツへ出張

1993年７月１日～1993年７月13日

上原真人韓国扶余博物館貸出文化財の随伴のため、

大韓民国へ出張

1993年７月14日～1993年７月20口

浅川滋男雲南省ナシ族母系社会の居住様式と建築技

術に関する調査研究のため、中華人民共和国へ出張

1993年７月１６日～1993年８月11日

臼杵勲ロシア･ マガダン州の発掘調査研究のため、

ロシアへ出張

1993年７月20日～1993年８月３日

沢田正昭日韓における考古遺物の材質・技術に関す

る研究のため、大韓民国へ出張

1993年７月21日～1993年７月24日

松井章先史ポリネシア人の拡散と変容に関する自

然人類学的研究のため、フィジーへ出張

1993年７月21日～1993年８月29日

杉山洋タイ東北部クメール遺跡の調査のため、タ

イへ出張

1993年７月25日～1993年７月31日

牛川喜幸ＩＣＯＭＯＳシンポジウム参加及びスリラン

カ仏教遺跡の調査研究のため、スリランカへ出張

19 9 3年７月29日～1 9 9 3年８月８日

猪熊兼勝イースター島考古学会出席及びイースター

島アブ・トンガリキ遺跡の調査のため、チリ・アメ

リカへ出張

1993年８月２日～1993年８月21日

肥塚隆保イースター島におけるモアイ石像物保存科

学的研究のため、チリへ出張

1993年８月４日～1993年８月19日

沢田正昭イースター島におけるモアイ石像物保存科

学的研究及びI C O M保存科学国際会議出席のため

チリ・アメリカへ出張

1993年８月４日～1993年８月31日

森本晋先史・原始科学国際連合第４部会出席のた

8７

め、オーストラリアへ出張

1993年８月７日～1993年８月14日

高瀬要一ヨーロッパにおける遺跡の再生・活用法の

研究のため、イギリス・ドイツ・ギリシャへ出張

1993年８月９日～1993年10月22日

鈴木嘉吉、細見啓三伝統的文化財保存技術の調査研

究及び日中文化財建造物保存技術シンポジウム参加

のため、中華人民共和国へ出張

1993年８月19日～1993年８月26口

光谷拓実中国・北朝鮮国境における長白山の噴火時

代に関する年輪年代学的研究のため、中華人民共和

国へ出張

1993年８月19日～1993年８月30日

西村康アメリカ大陸における遺跡探査法の開発の

実地調査研究のため、アメリカへ出張

1993年８月221] ～1993年９月５１二Ｉ

村上隆青銅器の腐食に関する保存科学的調査研究

のため、アメリカへ出張

1993年８月23日～1993年９月２日

立木修、臼杵勲パジリク文化古墳群に関する共

同研究のため、ロシアへ出張

1993年９月19口～1993年９月26日

内田昭人国際会議「シルクロードに残る古代遺跡の

保存」研究発表・出席及びシルクロードに残る古代

遺跡の保存状況についての調査研究のため、中華人

民共和国へ出張

1993年10月１１１～1993年10月16日

河原純之、猪熊兼勝文化財交流の現状把握のため、

大韓民国へ出張

1993年10月４日～1993年10月８日

小野健吉遺跡博物館等の調査のため、イタリア・ギ

リシャへ出張

1993年１０月４日～1993年10月１８日

小林謙一遺跡の整備と活用の研究のため、イタリ

ア・ギリシャ・トルコへ出張

1993年１０月４口～1993年10月22日

町田章伝統的文化財･ 保存技術の調査研究のため、

中華人民共和国へ出張

1993年１０月291二I～1993年11月６１二｜

伊東太作、佐川正敏、小津毅伝統的文化財保存技

術の調査研究のため、中華人民共和国へ出張

1993年１０月29日～1993年１１月20日

猪熊兼勝アジア史学大会出席のため､ 大韓民国へ出張

1993年１１月19日～1993年１１月24日

馬場祐次朗、杉山洋アンコール文化遺産保護共同

研究の予備調査のため、カンボジアへ出張

1993年11月23日～1993年11月30日

工楽善通、沢田正昭、伊東太作Ｆ１韓における考古遺

物の材質調査とその研究成果の比較研究のため、大

韓民国へ出張

1993年12月７日～1993年12月14日

猪熊兼勝百済文化国際学術会議出席のため、大韓民

国へ出張

1993年12月19日～1993年12月22日

猪熊兼勝イースター島アブ・トンガリキ遺跡の調査

のため、チリへ出張

1993年12月25口～1994年１月11日

沢田正昭、肥塚隆保石像モアイ像の化学的保存処理



協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の国有化

を進めており、1 9 7 2 年度から当研究所が文化庁から支

出委任を受けて買収事務を担当しているが、1 9 9 3 年度

の状況は下記のとおりである。

のための基礎実験実施のため、チリへ出張

19 9 4年１月17日～1 9 9 4年２月８日

工楽善通、肥塚隆保日韓における考古遺物の材質調

査とこれまでの研究成果に関しての意見交換及び今

後の打ち合せのため、大韓民国へ出張

1 9 9 4年２月28日～1 9 9 4年３月６日

沢田正昭日韓における考古遺物の材質調査とこれま

での研究成果に関しての意見交換及び今後の打ち合

せのため、大韓民国へ出張

1 9 9 4 年３月１日～1 9 9 4年３月４日

毛利光俊彦伝統的文化財保存技術の調査研究のた

め、中華人民共和国へ出張

1994年３月３日～1994年３月17日

大脇潔、岸本直文、牛嶋茂伝統的文化財保存技

術の調査研究のため、中華人民共和国へ出張

19 9 4年３月３日～19 9 4年３月2 0日

黒崎直中国におけるパジリク文化古墳群の調査研

究及び資料収集のため、中華人民共和国へ出張

1 9 9 4年３月３日～19 9 4年３月20日

町田章含元殿跡の保存に関する会議出席のため、

中華人民共和国へ出張

1994年３月６日～1994年３月12日

杉山洋アンコール文化遺産保護に関する共同研究

のため、カンボジアへ出張

1994年３月10日～1994年３月25日

本中真アンコール文化遺産保護に関する共同研究

のため、カンボジア・タイへ出張

1994年３月10日～1994年３月21日

村上隆アンコール文化遺産保護に関する共同研究

のため、カンボジア・タイへ出張

1994年３月１１日～1994年３月19日

西村康カンボジアにおけるパジリク文化古墳群の

調査研究及び資料収集のため、カンボジアへ出張

1994年３月11日～1994年３月17日

森本晋フランスにおけるパジリク関連資料の収集

のため、フランスへ出張

1994年３月12日～1994年３月21日

猪熊兼勝韓国における仏教遺跡の調査のため、大韓

民国へ出張

1994年３月16日～1994年３月20日

寺崎保広韓国における仏教遺跡の調査のため、大韓

民国へ出張

1994年３月21日～1994年３月25日

町田章、舘野和己、浅川滋男伝統的文化財保存技

術の調査研究のため、中華人民共和国へ出張

1994年３月21日～1994年３月28日

西村康遺跡探査結果の共同検討のため、アメリカ

へ出張

1994年３月21日～1994年３月30日

深津芳樹インドネシアにおける仏教及び関連遺跡の

調査のため、インドネシアへ出張

1994年３月22日～1994年３月29日

沢田正昭モヘンジヨダロ遺跡の保存効果に関する技

術的評価のため、パキスタンへ出張

1994年３月22日～1994年３月30日

２．前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

１１図書及び資料

図書1 4 2 , 9 4 7 冊 ( 1994. 3. 31）

写真5 2 2 , 8 5 5 （1 9 9 3 年度末）

Ⅲ研究成果刊行物

１．１９９３年度刊行物

1954

1955

1656

1957

1958

1959

1960

1961

1962

仏師運慶の研究

修学院離宮の復原的研究

文化史論叢

奈良時代僧房の研究

飛鳥寺発掘調査報告

中･ 世庭園文化史

興福寺食堂発掘調査報告

文化史論叢I Ｉ

川原寺発掘調査報告

平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮跡発

潔撫峠｜

掘調査報告

唐招提寺蔵｢レース」と｢金亀舎利塔」

に関する研究

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｍ

ｕ

哩

昭

哩

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

1 9 5 4 第１冊仏師運慶の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究

1 9 5 5 第３冊文化史論叢

1 6 5 6 第４冊奈良時代僧房の研究

1 9 5 7 第５冊飛鳥寺発掘調査報告

1 9 5 8 第６冊中･ 世庭園文化史

第７冊興福寺食堂発掘調査報告

１９５９第８冊文化史論叢' ’

第９冊川原寺発掘調査報告

1 9 6 0 第1 0 冊平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮跡発

掘調査報告

１９６１第1 1 冊院の御所と御堂一院家建築の研究-

1 9 6 2 第1 2 冊巧匠阿弥陀悌快慶

第1 3 冊寝殿造系庭園の立地的考察

第14冊唐招提寺蔵｢レース」と｢金亀舎利塔」

に関する研究

躯

区分

1993年度

国有地合計

面積

４，３１４．８８

343, 929, 98

金額

279, 999. 568

24, 969, 158, 480

年度
名称

区分

1993年度

累計

種別

和漢書

洋書

和漢書

洋書

購入

1, 402

112

5２，８６２

5, 809

寄贈

5, 187

5３

82, 550

1, 726

計

6, 589

165

135, 412

7, 535

名称

学報第5 3 冊平城宮朱雀門の復原的研究

史料第3 8 冊党鐘実測図集成（下）

第3 9 冊山内清男考古資料6 - 能登縄文資料一

報告書等重要文化財旧米谷家住宅修理工事報告書

飛鳥．藤原宮発掘調査概報2 ３

1 9 9 2 年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報

平城宮発掘調査出土木簡概報２７

飛鳥. 藤原宮発掘調査出土木簡概報（十一）

図録四十年の春秋



1 9 6 7 1 第６冊仁和寺史料寺誌編２

第15冊平城宮発掘調査報告１１官簡地域の調査

１９６３第16冊平城宮発掘調査報告Ⅲ内裏地域の調査

１９６５第１７冊平城宮発掘調査報告Ⅳ官荷地域の調査

第1 8 冊小堀遠州の作事

１９６７第1 9冊藤原氏の氏寺とその院家

１９６９第2 0 冊名物裂の成立

１９７１第2 1 冊研究論集1

1 9 7 3第2 2冊研究論集1 1

1 9 7 4第2 3冊平城宮発掘調査報告Ⅵ平城京左京

一条三坊の調査

第2 4 冊高山一町並調査報告－

１９７５第2 5 冊平城宮左京三条二坊

第2 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅶ

第2 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告’

第2 8 冊研究論集Ⅲ

第2 9 冊木曽奈良井一町並調査報告-

1 9 7 6 第3 0 冊五催一町並調査の記録-

1 9 7 7 第3 1 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告I Ｉ

第3 2 冊研究論集Ⅳ

第3 3 冊イタリア中部の一山岳集落における

民家調査報告

第3 4 冊平城宮発掘調査報告Ⅸ

1 9 7 8 第3 5 冊研究論集Ｖ

第3 6 冊平城宮整備調査報告1

1 9 7 9 第3 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ

第3 8 冊研究論集V I

1 9 8 0 第3 9 冊平城宮発掘調査報告Ｘ

1 9 8 1 第4 0 冊平城宮発掘調査報告ＸＩ

１９８４第4 1 冊研究論集Ⅶ

第4 2 冊平城宮発掘調査報告Ｘ' ’

第4 3 冊日本における近世民家（農家）の系

統的発展

1 9 8 5 第4 4 冊平城京左京三条二坊六坪発掘調査報告

1 9 8 6 第4 5 冊薬師寺発掘調査報告

1 9 8 8 第4 6 冊平城京右京八条一坊十三・十四坪発

掘調査報告書

第4 7冊研究論集V l l l

l 9 9 0 第4 8 冊年輪に歴史を読む一日本における古

年輪学の成立一

第4 9 冊研究論集Ⅸ

第5 0 冊平城宮跡発掘調査報告書X I I I

l 9 9 2 第5 1 冊平城宮跡発掘調査報告書ＸⅣ

第5 2 冊西隆寺発掘調査報告書

1 9 8 0 1 第７冊日本古代の鵬尾

第９冊日本美術院彫刻等修理記録Ｉ

第1 0冊日本美術院彫刻等修理記録I ’

第1 1 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

第1 2 冊藤原宮木簡１図版・解説

第1 3冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

第1 4 冊日本美術院彫刻等修理記録Ｖ

第１５冊東大寺文書目録第１巻

第1 6 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

第1 7 冊平城宮木簡３図版・解説

第1 8 冊藤原宮木簡２図版・解説

第1 9 冊東大寺文書目録第２巻

第2 0 冊日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ

第2 1 冊東大寺文書目録第３巻

第2 2 冊七大寺巡礼私記

第2 3 冊東大寺文書目録第４巻

第2 4 冊東大寺文書目録第５巻

第2 5 冊平城宮出土墨書土器集成’

第2 6 冊東大寺文書目録第６巻

第2 7 冊木器集成図録一近畿古代編一

第2 8 冊平城宮木簡４図版・解説

第2 9 冊興福寺典籍文書目録第１巻

第3 0 冊山内清男考古資料ｌ真福寺貝塚資料他

第3 1 冊平城宮出土墨書土器集成' ’

第3 2 冊山内清男考古資料２

第3 3 冊山内清男考古資料３

第3 4 冊山内清男考古資料４

第3 5 冊山内清男考古資料５

第3 6 冊木器集成図録一近畿原始編一

第3 7 冊焚鐘実測図集成（上）

1975

1976

1977

１９７８

１９７９

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1９８８

1989

1991

1９９２

奈良国立文化財研究所基準資料

8９

飛鳥資料館図録

奈良国立文化材研究所史料

1 9 8 3 1 第１０冊渡来人の寺一桧隈寺と坂田寺一

平城宮木簡１解説（別冊）

１９７６１第１冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏

１９５４１第１冊南無阿弥陀仏作善集（複製） 第２冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文篇

1 9 5 5 1 第２冊西大寺叡尊伝記集成 1 9 7 7 1 第３冊1 . 1 本古代の墓誌

１９６３第３冊仁和寺史料寺誌編1 1 9 7 8 1 第４冊日本古代の墓誌銘文篇

1 9 6 4 1 第４冊俊乗坊重源史料集成 第５冊古代の誕生仏

1 9 6 6 1 第５冊平城宮木簡１図版 １９７９１第６･ 冊飛鳥時代の古墳一高松塚とその周辺一

平城宮木簡２図版・解説

唐招提寺史料１

１９６９１第５冊平城宮木簡１解説（別冊） 1 9 8 1 1 第８冊山田寺展

1 9 7 0 1 第７冊唐招提寺史料１ 1 9 8 2 1 第９冊高松塚拾年

1 9 7 4 1 第８冊平城宮木簡２図版・解説

仁和寺史料寺誌編２

古代の誕生仏

日本古代の墓誌銘文篇

1 9 7 6 1 第１冊

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

冊

冊

冊

冊

冊

冊

２

３

４

５

６

７

第

第

第

第

第

第

第８冊

第９冊

第１０冊

飛鳥白鳳の在銘金銅仏

飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文篇

| , 1 本古代の墓誌

南無阿弥陀仏作善集（複製）

１

成

編

成

版

集

誌

集

図

記

寺

料

伝

史

１

尊

料

源

簡

叡

史

重

木

寺

寺

坊

宮

大

和

乗

城

西

仁

俊

平 飛鳥時代の古墳一高松塚とその周辺一

日本古代の鵬尾

山田寺展

高松塚拾年

渡来人の寺一桧隈寺と坂田寺一

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

１

２

３

４

５

６

５

７

８

第

第

第

第

第

第

第

第

第

４

５

３

４

６

７

９

０

４

５

５

６

６

６

６

６

７

７

９

９

９

９

９

９

９

９

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

年度 名 称

年度

' 973

1974

1975

1976

1978

1979

1980

1983

名称

第１冊瓦編１解説

第２冊瓦編２解説

３

４

５

６

７

８

９

編

編

編

編

編

編

編

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

瓦

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

３

４

５

６

７

８

９

第

第

第

第

第

第

第

年度 名 称



主要工事

( 1 ) 平城宮跡地等整備費千円

平城宮跡朱雀門復原平成５年度工事1 , 6 2 0 , 0 3 6

平城宮跡東院復原平成５年度工事9 5 5 , 6 2 3

平城宮跡式部省地区等整備工事9 3 , 7 3 0

平城宮跡宮内省地区防災施設整備工事3 8 , 9 8 5

平城宮見学者用便所改修工事1 6 , 2 3 2

平城宮跡内高圧電気整備等改修工事2 5 , 7 5 0

平城宮跡緑陰帯造成整備工事2 5 , 9 5 6

藤原宮跡環境整備工事 1 0 9 , 0 7 7

( 2 ) 施設整備費

＊飛鳥資料館展示棟増築等工事8 7 1 , 7 0 9

平城宮跡遺物解析・処理棟新営工事1 7 1 , 3 9 2

平城宮跡第５収蔵庫新営工事6 8 8 , 7 9 6

＊奈良国立文化財研究所空調改修工事5 8 , 7 1 0

＊奈良国立文化財研究所屋根改修工事6 4 , 9 9 3

( 3 ) その他

（官庁営繕費・各所修繕・国有文化財･ 保存整備費）

＊奈良国立文化財研究所遺構展示棟改修工事

144, 20O

飛鳥資料館高圧受電ケーブル等改修工事1 4 , 9 3 5

重要文化財旧米谷家住宅改修工事2 , 4 7 2

＊は建設省支出委任工事

建物

１

飛鳥の水時計

小建築の．世界一埴輪から瓦塔まで－

藤原宮一半世紀にわたる調査と研究一

日本と韓国の塑像

飛鳥寺

飛鳥の石造物

蔑葉乃衣食住

壬申の乱

古墳を科学する

聖徳太子の世界

仏舎利埋納

法隆寺金堂壁画飛天

日本書記を掘る

飛鳥時代の埋蔵文化財に関する一考察

飛鳥の源流

飛鳥の工房

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

４

５

６

７

８

９

０

１

２

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

29, 357ｍ『
1 ．庁舎1 ．庁舎

438㎡

213ｍ3

2 2 5㎡

2 ．宿舎等

重要文化財旧米谷家住宅

飛鳥資料館宿舎

Ⅳ定員

694, 065千円

1, 106, 764

７，３７４

60, 346

270, 005

541, 695

72, 337

５２，６６６

５０，３４５

２７，６３４

２４，３６２

641, 397

１８，２６８

605, 857

１７，２７２

２，４４２，２２６

29, 795, Ｆ

9０

Ｖ予算（1 9 9 3 年度）

29, 357㎡

人件費

運営費

事業管理

一般研究

特別研究

発掘調査

宮跡整備管理

飛鳥資料館運営

埋蔵文化財セシター運営

本庁舎維持管理等経費

飛鳥藤原宮跡発掘調査部運営

施設費

施設整備費

平城宮跡等整備費

各所修繕費

計

Ⅵ施設

土地

奈良国立文化財研究所所管

本庁舎

飛烏藤原宮跡発掘調査部

飛鳥資料館

郡山宿舎（二）

飛鳥資料館宿舎

文化庁所管（関係分）

平城宮跡地区

藤原宮跡地区

飛鳥稲淵宮殿跡地区

Ⅶ人事異動（1993. 4 . 1～1994. 3 . 31）

４月１日埋蔵文化財センター長に昇任河原純之

庶務部会計課長に昇任萩原寿郁

庶務部会計課課長補佐に昇任福田八郎

庶務部会計課専門職員に昇任坂上定敬

庶務部会計課用度係用度主任に昇任

森昭彦

文部技官（平城宮跡発掘調査部考古第一調

査室長）に採用小林謙一

文部技官（平城宮跡発掘調査部考古第三調

査室）に採用次山淳

47, 890, Ｆ

8, 860ｍ３

２０，５１５㎡

17, 092, Ｆ

８０㎡

1, 343㎡

1, 432, 252ｍ；

1, 083, 281㎡

343, 930ｍ；

5, 041㎡

区分

1993年度

1994年度

指定職

１

１

行政職( 一）

2２

2２

行政職( 二）

２

研究職

6１

6２

計

8６

8６

区分 本庁舎 平城 藤原

躯務室

研究・整理室

資料・図書室

会識室

講堂

展示室

写真室

遺構展示室

車庫

倉庫・収蔵庫

研修棟

その他

計

ｍＦ

８

９

１

８

６

１

２

３

５

４

０

３

９

９

１

１

７９

８４

１２３

1, 416

1, 673

6, 721

㎡

122

２，２１６

３８４

８４５

256

1, 408

９６８

５，２１０

2, 084

13, 493

I1f

197

1, 205

３８３

１２９

２１０

２５４

１４９

３５２

2. 041

1, 506

6. 426

㎡

９０

７７

３６

４２

８９

６４８

６４

９４

４８０

０６１

2, 681

mrf

３６

3６

㎡

977

4. 917

1. 440

５０９

683

1, 747

５４８

1. 408

1, 498

7, 854

１，４１６

6. 360

29, 357

飛鳥

資料館

藤原

宮跡

計



事務補佐員（庶務部会計課）に採用

幸l l l 恵里子

技能補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査部）に

採用松本誠

研究補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査部）に

採用荒木浩司

研究補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査部）に

採用伊藤敬太郎

平城宮跡発掘調査部史料調査室長に昇任

舘野和己

飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺構調査室長に配

置換金子裕之

平城宮跡発掘調査部主任研究官に配置換

山岸常人

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に配侭

換松本修自

飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に配侭

換佐川正敏

国立歴史民俗博物館歴史研究部教授に転任

佐原侭

奈良女子大学家政学部教授に転任

上野邦一一

京都大学経理部主計課課長補佐に転任

小野祁治

大阪大学施設部建築課建築第四掛長に転任

阪本勇

京都大学医学部経理掛に転任松本正典

７月１日平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

小池伸彦

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

小潔毅

平城宮跡発掘調査部主任研究官に昇任

森公章

埋蔵文化財センター研究指導部主任研究官

に昇任森本晋

８月 2 7 日辞職林和子

1 0 月１日文部技官（平城宮跡発掘調査部考古第一調

査室）に採用加藤真二

文部技官( 平城宮跡発掘調査部遺構調査室）

に採用長尾充

事務補佐員（庶務部庶務課）に採用

毛利友美

東京国立文化財研究所国際文化財保存修復

協力室主任研究官に転任松本修自

金沢大学文学部講師に転任中村′ 慎一

１２月2 0 日技術補佐員（庶務部会計課）に採用

中埜博

２月1 5 日事務補佐員（庶務部会計課）に採用

吉田昌代

２月 2 8 日辞職毛利友美

辞職米田淳子

３月 3 1 日退職鈴木嘉吉

退職小菅康男

退職岡、博元

退職細見啓三

退職巽月子

9１

Ⅷ組織規定

文部省組織令（抜粋）

昭和5 9年６月2 8日政令第2 2 7 号

第２章文化庁

第３節施設等機関

（施設等機関）

第1 0 8 条文化庁長官の所轄の下に､ 文化庁に国立国語

研究所を置く。

２前項に定めるもののほか、文化庁に次の施設等機

関を置く。

（中略）

国立文化財研究所

（国立文化財研究所）

第1 1 4 条国立文化財. 研究所は､ 文化財に関する調査研

究、資料の作成及びその公表を行う機関とする。

２国立文化財研究所には､ 支所を髄くことができる。

３国立文化財研究所及びその支所の名称、位置及び

内部組織は文部省令で定める。

文部省設置法施行規則（抜粋）

昭和2 8 年１月1 3 日文部省令第２号

第５章文化庁の施設等機関

第４節国立文化財研究所

第１款名称及び位置

（名称及び位置）

第1 1 6 条の９国立文化財研究所の名称及び位置は､ 次

の表に掲げるとおりとする。

名称 位置

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に、所長を置く。

２所長は、所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に、庶務部､ 建造物研

究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘調査部及び

飛鳥藤原宮跡発掘調査部を侭く。

２前項に定めるもののほか、奈良国立文化財研究所

に、飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを価く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に、次の二課を置く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては、次の事務をつかさどる。

一職員の人事に関する事務を処理すること。

二職員の福利厚生に関する事務を処理すること。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関

すること。

四この研究所の所掌事務に関し、連絡調整するこ

と。

五この研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保全の

ための警備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか、他の所掌に属しな



ぃ事務を処理すること。

３会計課においては、次の事務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経費及び収入の決算その他会計に関する事務を

処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処理す

ること。

四庁舎及び設備の維持、管理に関する事務を処理

すること。

五庁内の取締りに関すること。

第1 2 6 条削除

（建造物研究室等の事務）

第1 2 7 条建造物研究室においては､ 建造物及び伝統的

建造物群に関する調査研究を行い、並びにその結果

の公表を行う。

２歴史研究室においては、考古及び史跡並びに歴史

資料に関する調査研究を行い、並びにその結果の公

表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に、考古第一調査室､ 考

古第二調査室、考古第三調査室、遺構調査室、計測

修景調査室及び史料調査室を置く。

２前項の各室においては、平城宮跡に関し、次項か

ら第６項までに定める事務を処理するほか、その発

掘を行う。

３考古第一調査室、考古第二調査室及び考古第三調

査室においては､ 別に定めるところにより分担して、

遺物( 木簡を除く｡ ）の保存整理及び調査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４遺構調査室においては、遺構の保存整理及び調査

研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５計測修景調査室においては、遺構の計測及び修景

並びにこれらに関する調査研究並びにこれらの結果

の公表を行う。

６史料調査室においては、木簡の保存整理及び調査

研究、史料の収集及び調査研究並びにこれらの結果

の公表を行う。

（藤原宮跡発掘調査部の四室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調査部に、考古第一調査

室、考古第二調査室、遺構調査室及び史料調査室を

置く。

２前項の各室においては、藤原宮跡及び飛鳥地域に

おける宮跡その他の遺跡に関し、次項から第５項ま

でに定める事務を処理するほか、その発掘を行う。

３考古第一調査室及び考古第二調査室においては、

別に定めるところにより分担して、遺物（木簡を除

く｡ ) の保存整理及び調査研究並びにこれらの結果の

公表を行う。

４遺構調査室においては、遺構の保存整理及び調査

研究、遺構の計測及び修景並びにこれらに関する調

査研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５史料調査室においては、木簡の保存整理及び調査

研究、史料の収集及び調査研究並びにこれらの結果

の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては､ 飛鳥地域の歴史的意

9２

義及び文化財に関し、国民の理解を深めるため、こ

の地域に関する考古資料、歴史資料その他の資料を

収集し、保管して公衆の観覧に供し、あわせてこれ

らに関する調査研究及び事業を行う。

（飛鳥資料館の館長）

第1 3 1条飛鳥資料館に、館長を置く。

２館長は、館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）

第13 2条飛鳥資料館に、庶務室及び学芸室を置く。

２庶務室においては、飛鳥資料館の庶務、会計等に

関する事務を処理する。

３学芸室においては、次の事務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料､ 歴史資料､ 建造物、

絵画、彫刻、典籍、古文書その他の資料の収集、

保管、展示、模写、模造、写真の作成、調査研究

及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図書、写真その他の資料の収

集、整理、保管、展示、閲覧及び調査研究を行う

こと。

三飛鳥資料館の事業に関する出版物の編集及び刊

行並びに普及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては､ 次の事務を

つかさどる。

一埋蔵文化財に関し、調査研究及びその結果の公

表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し、地方公

共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他の関係者

に対･ して、専門的、技術的な研修を行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し、地方公

共団体の機関その他関係の機関及び団体等の求め

に応じ､ 専門的､ 技術的な指導及び助言を行うこと。

四埋蔵文化財に関する情報資料の作成、収集、整

理、保管及び調査研究を行い、並びに地方公共団

体の機関その他関係の機関及び団体等の求めに応

じ、その利用に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財. センターに長を置く。

２前項の長は､ 埋蔵文化財センターの事務を掌理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財. センターに､ 教務室､ 研究指導部

及び情報資料室を置く。

（教務室の事務）

第1 3 6 条教務室においては､ 研修の実施に関する事務

を処理するほか、埋蔵文化財センターの庶務に関す

る事務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び事務）

第1 3 7 条研究指導部に、考古計画研究室､ 集落遺跡研

究室、発掘技術研究室、遺物処理研究室、測量研究

室及び保存工学研究室を置く。

２考古計画研究室においては､ 第1 3 3 条第１号から第

３号までに掲げる事務（他の室の所掌に属するもの

を除く｡ ）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては、集落遺跡に関し、第

1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務( 発掘技術

研究室、遺物処理研究室、測量研究室及び保存工学



職員（1 9 9 4年７月１日現在）
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改正
昭和4 3 年６月1 5 日

昭和45年４月17日

昭和48年４月12日

昭和49年４月11日

昭和5 0 年４月２日

昭和5 1年５月1 0日

昭和5 2年４月1 8日

昭和5 3 年４月５日

昭和5 3 年９月９日

昭和5 5 年４月５日

昭和5 5年６月2 5日

昭和5 8年１０月１日

昭和5 9年６月3 0日

昭和6 3 年４月８日

文部省令第2 0 号

文部省令第1 1 号

文部省令第６号

文部省令第１０号

文部省令第1 3 号

文部省令第1 6 号

文部省令第1 0 号

文部省令第1 9 号

文部省令第3 3 号

文部省令第1 4 号

文部省令第2 3 号

文部省令第2 5 号

文部省令第3 7 号

文部省令第１２号

研究室の所掌に属するものを除く。）をつかさどる。

４発掘技術研究室においては、遺跡の発掘技術に関

し､第133条第１号から第３号までに掲げる事務をつ

かさどる。

５遺物処理研究室においては、遺物の処理に関し、

第133条第１号から第３号までに掲げる事務をつか

さどる。

６測量研究室においては､埋蔵文化財･の測量に関し、

第13 3条第１号から第３号までに掲げる事務をつか

さどる。

７保存工学研究室においては、遺跡の保存整備に関

し､第133条第１号から第３号までに掲げる事務をつ

かさどる。

（情報資料室の事務）

第138条情報資料室においては、第133条第４号に掲

げる事務をつかさどる。

（客員研究員）

第1 3 9条奈良国立文化財研究所に客員研究員を置く

ことができる。

２客員研究員は、所長の命を受け、奈良国立文化財

研究所において行う調査研究に参画する。

３客員研究員は、非常勤とする。

所属

ｌ

務

部

庶

務

課

会

計

課

建

造

物

研

究

室

歴

史

研

究

室

氏名

田中琢

|:蕊ボ

|:側琶

|金野忠司

| 桑原隆佳

|港悦子

大西和子

宍戸雅子

福本良子

新宮恵子

藤原伊奈美

本中宣代

中川かよ子

中垣睦美

石川千恵子

奥村功

萩原寿都

福田八郎

渡過康史

坂上定敬

桜井雅樹

年梅徹

北川博之

森本はぎ子

小林玉美

小林雅文

森昭彦

飯田信男

上村敬子

幸田恋里子

坂上定敬

松井敏夫

上垣内茂樹

永井和代

吉田昌代

中埜博

天田起雄

浅川滋男

小野健吉

島田敏男

藤田盟児

綾村宏

西口涛生

橋本義則

森本晋

渡避晃宏

臼杵勲

官職

文部技官所長

技能補佐員

文部事務官課長

文部事務官課長補佐

文部技官課長補佐

文部技官専門職員

文部事務官専門職員

文部事務官経理係長

文部事務官経理主任

事務補佐員

事務補佐員

文部事務官用度係長

文部事務官用度主任

文部技官車庫長

耶務補佐員

事務補佐員

文部技官施設係長( 兼任）

文部技官施設主任（命）

文部技官

事務補佐員

事務補佐員

技術補佐員

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

室長

( 併 任）

( 併任）

( 併 任）

( 併任）

室長

( 併任）

( 併任）

( 併任）

( 併任）

( 併任）

担当

平城事務

庶務人事

庶務

庶務

庶務

庶務

庶務

庶務

図書資料

図書資料

図書資料

公開

保守

施設

藤原事務

経理

経理

自動車運転

用度

用度

設

設

設

設

築

築

園

築

築

史

古

史

古

史

古

庭跡

施

施

施

施

建

建

遺

建

建

歴

考

歴

考

歴

考
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脈屈

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

詞

Ⅷ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

卿

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

宮

跡

発

掘

調

査

部

一

１

１

罰

刻

時

副

１

１

剛

１

劃

割

劃

砦

古

落

二

淵

査

室

考

古

第

一

調

査

室

考

古

第

二

調

査

室

考

古

第

三

調

査

室

遺

構

調

査

室

計

測

修

景

調

査

室

史

料

調

査

室

氏名 官職

文部技官部長

文部技官室長

文部技官

文部技官

文部技官（併任）

文部技官室長

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

官

鑑

鑑

識

癖

雑

維

雑

雑

鑑

識

癖

”

雑

雑

雑

癖

雑

雑

癖

癖

鑑

識

鑑

雑

鑑

雑

鑑

樗

雑

維

雑

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

( 併 任）

( 併 任）

( 併 任）

室長

( 併任）

( 併 任）

室長

( 併 任）

室長

( 併 任）

室長

( 併 任）

( 併 任）

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主, 任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

( 併 任）

専門興

専門職員

専門職員

担当
所脇

考

古

第

一

調

査

室

考

古

第

二

調

査

室

遺

構

調

査

室

史

料

調

査

室

飛

鳥

資

料

館

庶

務

室

学

芸

室

氏名 官職

文部技官部長

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官

|難II

l烈蕊
文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技博

文部技官

文部事務官

事務補佐貝

技能補佐員

技能補佐貝

研究補佐貝

研究補佐貝

研究補佐貝

研究補佐員

研究補佐員

文部技官

文部事務官

文部事務官

技能補佐貝

業務補佐員

事務補佐貝

事務補佐員

文部技官

文部技官

室長

( 併 任）

( 併任）

室長

( 併 任）

( 併 任）

｜

’

室長

( 併 任）

( 併任）

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

事務総括( 併任）

館長( 事務取扱）

室 長

庶務主任

室長

主任研究官

主任研究宮

担当
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坐
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一

１

１

上
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研

究

室

一
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肝長

‐

土

考

古

第

一

調

在

室

一

上

考

古

第

二

洲

鎌

室

一

ｌ

上

平

城

宮

跡

発

捌

調

壷

部

Ｔ

ｌ

ｌ

ｕ

蝿

噸

帳

噸

塞

一

上

計

測

修

景

訓

斑

室

一

上

史

料

調

壷

皇

上

考

古

第

一

＃

室

一

上

飛

脇

藤

原

富

跡

発

掘

調

狂

部

Ｔ

ｕ

峨

噸

維

噸

型

上

史

料

調

在

室

－

１

上

飛

胤

資

料

館

〒

‐

‐

‐

‐

［

」

識

識

塞

一

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

上

牧

務

室

Ｔ

ｌ

上

教

務

係

一

‐

上

考

古

計

画

研

究

室

一

上

築

濫

跡

研

究

室

一

上

埋

蔵

文

化

財

セ

ン

タ

ー

Ｔ

｛

研

究

指

謙

部

Ｔ

ｕ

嘩

繊

洲

繊

一

一

上

測

簸

研

究

室

一

上

保

存

章

研

究

室

一

一

俄

報

資

料

室

一

_Ｌ

庶

務

会

部

係||係Ⅱ係||係

所噸

|Ｉ

傭

報

処

理

室

遺

物

処

理

研

究

室

測

雌

研

究

霊

保

存

工

学

研

究

室

氏名
官職

文部技腐室焚

文部技術（併任）

文部技官室媛

文部技官（併任）

文部技禰（併任）

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技官主任研究官

文部技愉主任研究宵

文部技官主任研究官

文部技官主任研究向

文部技悔主任研究官

文部技官主任研究官

文部技官室長

文部技官（併任）

担当

保存科学

保存科学

測ｊｔ

遺跡庭園

考古

遺跡庭園

建築

遺跡庭圃

建築

考古

考古

保存科学

考古

測並

考古

所属

に

蔵

文

と

一

際

脈

佑

吟

州

刷

門

耐

脚

門

園

］

Ｍ

門

間

刷

門

州

刷

州

陶

室

一

発

掘

技

術

研

矧

剖

到

研

指

教

務

室

考

古

計

画

研

究

室

集

落

遺

跡

研

究

室

発

掘

技

術

研

究

室

氏名
官職

文部技官センター長

文部事務官室長

文部事務官教務係長

事務補佐貝

文部技官（併任）

文部技官部長

文部技官室長

文部技宮（併任）

文部技宵室焚

文部技官室長

文部技官（併任）

担当

珊務

事務

写真

考古

考古

考古

考古

考古



０

３

６

９

２

１

１

１

１

２

講堂

会議室

管理棟

屋外展示解説室

通用門

石人像

人頭石

一

第１展示室

ロビー

便所

正門

パーゴラ

須弥山石

山剛寺塔心礎

法輪寺塔心礎

9６

平城宮跡資料館配置図

平城宮跡資料館

（１）展示室（３）準備室

（２）誰堂（４）写場

第１収蔵庫

第２収蔵庫

第３収蔵庫

第４収蔵庫

第５収蔵庫

大型遺物処理棟

辿物解析処理棟

便所

整備棟

資材保符加工棟

収蔵庫

佐伯門跡

平城宮跡遺構展示館配清図

遺構展示館２展示館

遺構展示館４管理棟

築地塀復原６坪秋基堀復原

東大溝復原８便所

パーゴラ１０案内広場

防災設備室

宮内省北門。築地塀復原

宮内省復原建物（南殿）

宮内省復原建物（南殿第２殿）

宮内省復原建物（西北殿）

宮内省復原建物（西南殿）

Ｉ

１

３

５

７

９

，

通

過

Ｍ

晦

脇

２

３

４

５

６

７

８

９

加

皿

蛇

耐

本館配置図

本館

1 階庶務部及び図書資料室

2 階所長室及び平城宮跡発掘調査部

3階建造物研究室、歴史研究室及び埋蔵文化財センター

埋蔵文化財センター研修棟３研修棟

機械棟５車庫６自転車 i f 場

正門８通用門９非常口

１

２

４

７

１

３

５

７

９

Ⅲ

１

４

Ｉ

～

飛鳥藤原宮跡発掘調査部配置図

整理研究棟２管理棟

展示室４識堂

入口６収蔵庫棟

保存科学棟８駐車場

六条条間路跡１０建物跡

東三坊坊間路跡１２自転車蹴場

一一一

飛鳥資料館配置図

２第２展示室３

５リファレンス６

８光庭９

１１売札所１２

１４機械室１５

１７酒船石１８

２０猿石２１
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